
　 

 
 

一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書 
 

令和８年５月２５日　 
 

長久手市議会議長　殿 
 

　長久手市議会議員　野村　弘 
　 
　 
会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。 

 

 
受
付

個 人 質 問　 　 第　　号 
令和  年　月　日　　　時 　 分

 
　質 問 事 項 及 び 要 旨 　備考

 

１

全国学力・学習状況調査について 

 

全国学力・学習状況調査は、本年度で２０回を迎えた。調

査結果を学校や教育委員会にフィードバックし、授業改善や

児童生徒一人一人への指導の充実、学習意欲や学習習慣の改

善などに役立てることが目的とされている。 

⑴　全国平均と比較した際に、本市の結果にはどのような特

徴が見られるか。 

⑵　調査結果を受けて、本市の学校や教育委員会では、授業

改善や学習指導の充実にどのように活かしてきたのか。 

 

２

自転車の交通反則通告制度(青切符)について 

 

自転車利用者の安全、事故防止を目的に、自転車の交通反

則通告制度、いわゆる青切符制度が令和８年４月１日から導

入された。対象は１６歳以上で、１１３項目に及ぶ比較的軽

微な違反から取り締まりの対象とされ、利用者にとっては大

変複雑で分かりにくい制度となっている。しかし、自転車は

通勤・通学・日常の買い物などに広く利用されており、制度

の内容や交通ルールが十分に理解されないまま取り締まり

が進められると、市民の不安や混乱を招きかねない。一方で、

制度の目的はあくまで事故防止と安全確保であり、そのため

には正しい知識の周知と、日常的なマナー向上の取組が不可

欠である。１１３項目に及ぶ違反内容について、市民に分か



 りやすく周知するために、どのように啓発を行っていくの

か。 

 

３

大雨、洪水対策について 

 

今年も台風や大雨に備える季節がやってきた。令和８年３

月に長久手市ハザードマップの改定版が発行された。今回の

改定の背景及び洪水浸水想定区域等、前回のハザードマップ

との主な変更点は何か。 

 

４

熱中症対策について 

 

いよいよ本格的な夏を迎えるが、気象庁は、最高気温が４０

度以上の日の新たな名称を「酷暑日」と定めた。これは、「命

を脅かす熱中症などの健康被害が特に起こりやすい危険な

暑さ」であることを分かりやすく示し、対策を一層進める契

機とすることを目的としている。令和７年５月から９月まで

の熱中症による救急搬送者数は全国で１０万人を超え、過去

最多となったとされている。さらに、令和８年の全国的な平

均気温は平年より高くなるとの気象庁の予想も示されてい

る。 

令和７年度の熱中症による本市の救急搬送者数の年齢区

分別の人数はどのようか。 


